
社
伝
に
よ
れ
ば
南
北
朝
期
の
創
建
で
、慶け

い

長
ち
ょ
う

十
一
年(

一
六
〇
六)

、

こ
の
地
を
開
発
し
た
藤ふ

じ

倉く
ら

大だ
い

膳ぜ
ん

が
信
仰
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
に
は
、
西
福
寺
が
別
当
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

本
殿
は
小
型
の
一い

っ

間け
ん

社し
ゃ

流
な
が
れ

造
づ
く
り

で
す
。
屋
根
は
木こ

瓦
が
わ
ら

葺ぶ
き

で
、
千
鳥

破
風
・
軒
唐
破
風
を
付
け
て
い
ま
す
。
身も

舎や

の
組
み
方
は
複
雑
で
、

彫
刻
を
多
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
末
期
に
川
越
に
流

行
し
た
、
江
戸
彫
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
壁
一
面
に
彫
刻
を
は
め
込

む
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
殿
の
前
に
入い

り

母も

屋や

造
づ
く
り

、
桟
瓦
葺
の
拝
殿
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
本
殿
と
同
時
期
の
造
営
で
す
。
拝
殿
と
本
殿
と
は
反そ

り

橋ば
し

で
結

ば
れ
、
連
続
す
る
空
間
を
形
成
す
る
と
い
う
珍
し
い
社
殿
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
に
は
建
地
割
図
一
枚
と
、「
天
満
宮
御
普
請
着
帳
」「
天

満
宮
木
割
覚

お
ぼ
え

帳
ち
ょ
う

」
の

造
営
関
係
文
書
二
点
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
史
料
か
ら
、
現

本
殿
は
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
四
月
の
造
営

で
、
地
元
の
大
工
・
瀧た

き

嶋し
ま

秀
し
ゅ
う

五ご

郎ろ
う

の
手
に
よ

る
も
の
と
わ
か
り
ま

す
。
棟
札
も
残
さ
れ
、

造
営
関
係
史
料
が
豊
富

に
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
貴
重
な
建
物
と
い

え
ま
す
。
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歴
史
を
今
に
伝
え
て

115

南
み
な
み

大お
お

塚つ
か

菅す
が

原わ
ら

神
社
本
殿
・
拝
殿

付
つ
け
た
り

建た
て

地ち

割わ
り

図
一
点
造
営
関
係
文
書
二
点
万ま

ん

延え
ん

元
年
棟
札
一
枚
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テレビ埼玉（38ch） 毎月第１・第３土曜日とその翌日の日曜日に放映

11月５日析／午前９時30分～９時40分
11月６日隻／午後５時30分～５時40分

川越ケーブルテレビ（15ch）
11月５日析～18日昔
午前９時20分～・午後０時45分～・午後４時20分～・午後５時45分～・
午後８時45分～（金～日曜日）・午後10時50分～（月～木曜日）

川
越
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
！
　
盛
り
上
が
る
！

「
川
越
ま
つ
り
」
に
向
け
、
活
気
づ
い

て
い
く
川
越
の
ま
ち
。
そ
の
様
子
を
追
い

か
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
二
月
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
「
川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事
」
に
ち
な

み
、
山
車
行
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

＊変更になることがあります。あらかじめご了承ください。

テプコケーブルテレビ（９ch）
11月21日席～27日隻
午前６時30分～・午後０時30分～・午後４時30分～・午後７時30分～・午後９時30分～

軒端揃いの様子（元町２丁目）

電化から20年、川越線を走り続け

た緑色の電車（103系電車）が引退。

過ぎ行く夏を惜しむように真夏日とな

った10月２日、記念列車の出発式が

行われました。最後の運行となる記念

のヘッドマークを付けた姿を写真や映

像に残そうと、多くの鉄道ファンが川

越駅や小
お

ケ
が

谷
や

の鉄橋付近でカメラの列

を作っていました$40年ほど前、川

越線にはまだ蒸気機関車が走っていま

した。当時は中学生でしたが、大宮駅

まで行く途中に荒川の鉄橋でドアのな

い客車の乗降口から下をのぞき、たい

へん怖かった思い出があります。その

話や川越駅脇の踏み切りに遮断機を下

ろす人がいたという話を子どもにした

ところ、遠い昔話のように聞いていま

した$川越まつり・さんぱくなど取材

する行事が多い、この時期。でも、ま

ちの話題も広報には欠かせません。市

民の皆さんが楽しく読める情報をお持

ちの方は、お知らせください。

編集後記

TV わが街川越　番組ガイドTV わが街川越 番組ガイドTV わが街川越 番組ガイド

菅原神社本殿菅原神社本殿菅原神社本殿


